















英語の語にはｱｸｾﾝﾄ がある｡ Woman はwoman であり､woman ではない｡
ｺﾞﾁｯｸ 体はｱｸｾﾝﾄ のある音節を表わす｡ すべての語にこのように強く発
音する部分がある｡ これは英語という言語のもっとも大きな特徴の1 つであ る｡
本稿においてはｱｸｾﾝﾄ がどのような役割を担っているかについて述べてみ
たい｡ たとえば､ 音節区分を行なうときにｱｸｾﾝﾄ を無視することはできな
いし､ 名詞と動詞､ ｹﾞﾙﾏﾝ 系の語とﾛﾏﾝｽ 系の語について述べるときにもｱｸｾﾝﾄ
は重要である｡ｱｸｾﾝﾄ は第1ｱｸｾﾝﾄ､ 第2ｱｸｾﾝﾄ のよ
引 こﾗﾝｸ があるし､ 第2ｱｸｾﾝﾄ が第1ｱｸｾﾝﾄ に格上げされることも
ある｡ 本来､ｱｸｾﾝﾄ がまったくない音節にｱｸｾﾝﾄ が発生することもあ
る｡ｱﾙﾌｧ ﾍﾞｯﾄ のｘの発音を決めるときにもｱｸｾﾝﾄ は重要な要素にな





名詞､ 形容詞のｱｸｾﾝﾄ は語頭の音節に､ 動詞は語末の音節に来るという
一般原則があるが､ これには何らかの理由があると思われる｡ 次の英語はthe
を除けば､2 音節語からなり､ 名詞､ 形容詞､ 動詞が含まれている｡
The stubborn woman refused.
ｱｸｾﾝﾄ のある音節を ｺﾞﾁｯｸ 体で表記して､ 韻律分析をすると次のよう
になる｡
－1 －
The  stub I bom  worn  I an refused.
弱 強 ｜ 弱 強 ｜ 弱 弱 強 ｜
形容詞と名詞は連続することが多いので､ｱｸｾﾝﾄ を前寄りに置くこと
によって､［強強］になるのを防ぐことができる｡　もし､stubborn であれぼ､stubborn
woman と｢ 強｣ が連続する｡［強強］のﾘ ｽﾞﾑ は言語のあり方として
は望ましくない｡｢ 強｣ が2 つ､3 つと連続すると､ 独裁者のｱ ｼﾞ演説の雰国
気になる｡ 強い緊張を持続しなければならないので､ 話し手にとっても聞き手
にとってもかなりの負担になる｡ われわれが言語を使うときには心地よいﾘ ｽﾞﾑ
が必要である｡ そうなると､｢ 強｣ と｢ 弱｣ が適度に混じっているのがよい｡
できれば､ 一定のﾘ ｽﾞﾑ になるのが望ましい｡ すべての場合に上手く行くわけ
ではないけれど､ 名詞と形容詞のｱｸｾﾝﾄ を語頭の音節に置くと､ 自動的に｢
強強｣ を避けることができる｡ もっと正確に言うならば､｢ 強強｣ を避けるこ
とができる場合が多くなる｡ 動詞のｱｸｾﾝﾄ が後寄りになるのは主語になる
名詞が1 音節語であって強く読むとしても､動詞のｱｸｾﾝﾄ を後に置けば｢強
強｣ のﾘ ｽﾞﾑ を避けることができる｡ それと動詞は述部を成すので主題とな
る名詞と文法的機能を区別するためにも後寄りにｱｸｾﾝﾄ があるのがよい｡Junction
とnexus を区別するのに名詞､ 形容詞の前寄りのｱｸｾﾝﾄ と動詞の
後寄りのｱｸｾﾝﾄ が間接的に貢献しているようにも思える｡ 動詞は目的語を
従えることが多いので､ 後寄りにｱｸｾﾝﾄ がある方が目的語への渡りがっけ
やすくなる｡ 目的語は名詞であり､ 多くの場合に冠詞を伴う｡ 冠詞は｢ 弱｣ に
なるので､動詞のｱｸｾﾝﾄ が語末にあっても｢ 強強｣ を避けることができる｡
名詞､ 形容詞のｱｸｾﾝﾄ が前寄りで､ 動詞のｱｸｾﾝﾄ が後寄りになること
によって､英語という言語の大きなﾘ ｽﾞﾑ におさまりやすくなると推測される｡
詩と異なり､ 散文ではすべてが規則的なﾘ ｽﾞﾑ を刻むわけではないが､ だから
と言ってまったくでたらめなﾘ ｽﾞﾑ かというとそうではない｡ ここにあげた理
由によって名詞､ 形容詞､ 動詞のｱｸｾﾝﾄ の位置をすべて説明できるとは考
えていないが､ 無視できない一面があるのではないか｡ 根底にあるのは､ 言語
はﾘ ｽﾞﾑ であるという考え方である｡
3　意味とｱｸｾﾝﾄ
abstractには形容詞､ 名詞､ 動詞の3 つの品詞がある｡ これらの品詞を音声
的に区別するときにｱｸｾﾝﾄ が重要な役割を果す｡ 形容詞と名詞はabstract
で､ 動詞はabstractである｡ 異なるのはｱｸｾﾝﾄ の位置のみである｡ 一般
－2 －
論として言えることは､ 名詞､ 形容詞は語頭に､ 動詞は語末にｱｸｾﾝﾄ が
来る｡ Abstractの場合にもこのことが当てはまる｡ Contractも同じように名 詞
はcontractで､ 動詞はcontractである｡ しかし､ 動詞であってもcontractの よ
うに名詞と同じｱｸｾﾝﾄ になることがある｡ Contractの名詞としての意味 は｢
契約｣ であり､ 動詞として使う場合にも名詞の［契約］の意味を残したい と
いう意図が働くと､ 動詞であっても名詞と同じｱｸｾﾝﾄ の位置となることが
ある｡［契約する］以外の意味､ たとえば､｢ 病気にかかる､ 短縮する｣ などで
は｢ 契約｣ の意味から外れるので､ 語末の音節にｱｸｾﾝﾄ が来る｡ｱｸｾﾝﾄ
の位置は品詞によって決まるが､それだけでなく意味によっても左右される｡Correct
は形容詞と動詞があるが､ 発音はcorrectの1 種類のみである｡ 意味を
見ると､ 形容詞､ 動詞の違いはあっても［正しい､ 正す］が核になっている｡
この語の語源的意味は〈make straiglit＞であり､ 本来､ 動詞性を強く持つ語であ
る｡ このことが影響して形容詞になってもｱｸｾﾝﾄ の移動はなく､ 動詞のｱｸｾﾝﾄ
を受け継いでいる｡ Contractは動詞として使うときでも､｢ 契約する｣
の意味のときは名詞のｱｸｾﾝﾄ を踏襲することを述べたが､con-ectの場合は
その逆の現象が見られる｡ Essay は名詞の場合には前にｱｸｾﾝﾄ があり､ 動
詞は後にｱｸｾﾝﾄ がある｡ 動詞の意味は｢ 試みる｣ であるが､ 動詞的な意味





次の詩はFrances Cornford の'On Rupert Brooke という詩を韻律分析したも
のである｡ ｺﾞﾁｯｸ 体はｽﾄﾚｽ のある音節を示す｡
A  young  I A  pol  I lo, gold  I en-haired,  I
Stands dream ｌ ing on けhe verge l of strife, IMag nifl i cent 
けy un l pre pared l
For  the  I long  lit I tie ness  I of  life･｜
この詩は弱強4 歩格（iambic tetrameter）で書かれている｡ 詩には詩のﾘ ｽﾞﾑ
（韻律）があり､ 語が固有に持っているｱｸｾﾝﾄ と異なる部分がある｡1
行目は語が固有に持っているｱｸｾﾝﾄ と詩のﾘ ｽﾞﾑ が完全に一致している
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と見てよい｡2 行目ではstands にｽﾄﾚｽ がない｡3 行目のmagnificentlyはmagnificently
で通常は一箇所にｱｸｾﾝﾄ があるが､ 詩行では2 箇所にｱｸｾﾝﾄ
がある｡　Unpreparedはiinぺこ第2ｱｸｾﾝﾄ があり､-pared に第1ｱｸｾﾝﾄ
がある｡4 行目のlittlenessの-nessにｱｸｾﾝﾄ が落ちることは､通常､ない｡
語が固有に持っているｱｸｾﾝﾄ にｽﾄﾚｽ が落ちることが多いのであり､ こ
れが頻繁に破られるといかに詩といえども､ 言葉としての体をなさない｡ しか
し､ 詩においてはすべての語が詩のﾘ ｽﾞﾑ のなかに組み込まれるのであるか




いが伝わってくる｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ は-nif-にあるから､ この音節の聞えが も
っともよい｡ -cent-のところは恐らく第3ｱｸｾﾝﾄ くらいになるので-nif- ほ
どの聞え（sonority）はないけれど､ その前の-i-よりは聞こえがよい｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ
と第2, 第3ｱｸｾﾝﾄ が入れ代わることは､ 通常､ ない｡4 行目のthe
は､ 通常､ｱｸｾﾝﾄ を置かない｡ また､littlenessの-ness もｱｸｾﾝﾄ を置
かない｡ 本来､ｱｸｾﾝﾄ のない音節に置くことにより詩のﾘ ｽﾞﾑ を刻むので
ある｡ Littlenessの第1ｱｸｾﾝﾄ はlit-にあるので､ この部分の聞えがよい｡-ness
は同じ詩脚内の-tieぺこ比べれば強いということであって､lit-より強くな
い｡ 詩のｽﾄﾚｽ でもっとも重要なことは上の ｺﾞﾁｯｸ 体の音節が同じ強さを
持っているのではなく､詩脚内にあるほかの音節よりも強いということである｡
同じ｢ 弱強｣ の詩脚でもその強さや弱さは多様である｡ ただし､ 語が固有に持
っているｱｸｾﾝﾄ のある音節と詩のﾘ ｽﾞﾑ 内でｽﾄﾚｽ が落ちている部分が
同じである場合には聞えがかなりよい｡ 詩は語固有のｱｸｾﾝﾄ を考慮に入れ
ながら､ それに詩のﾘ ｽﾞﾑ をかぶせることにより成り立っている｡ このような
観点からすると､ 上の詩のなかでもっとも詩的な響きを持つ語はmagnificently
とlittlenessである｡
5　 Ｘ の 発 音
ｱｸｾﾝﾄ の位 置 に よっ て 同 じ文 字 で も 読 み方 が 異 なる こ と が あ る｡ ここ で
は Ｘ の 発 音 を 見 て み よ う｡ ［eks］と読 む場 合 はX-ray の よ う に Ｘ が 単独 で 現 れ
る と きで あ る｡ χ が χavier, xylophone, xanadu の よ う に 語 頭 にあ る と き には［ｚ］
と読 む｡ Six,  sex,
 relax, Alex の よ う に 語 末 に き た と き に は［ks］と な る｡ Exist,exact,
 examine, Alexander の よう に Ｘ の 右 側 にｱｸｾﾝﾄ が あ り，左 側 に 母音 が
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あ る と き には[gz] と な る｡ Mexico,  Texas の よう に Ｘ の 左 側 にｱｸｾﾝﾄ が あ
る場 合､ お よ び Ｏχfoi･d, eχcellent, experience, expect, Vauxhall の よう に χ の右 側
に 子 音が あ る 場 合 には､[ks] と な る｡ Ｘ に は も う一 組 の発 音 が あ る が こ れ もｱｸｾﾝﾄ
の 位 置 に よっ て 決 まる｡ Anxious は Ｘ の右 側 にｱｸｾﾝﾄ が ない の で､[ks]
と な る は ず で あ る が､ そ の 場 合 に は[ 翻ksiss] と な る｡ し か し､[si] は 同
化 し て 田 に 変 わ る｡ し たが っ て､[ 尚kfss] とな る が､[k] が 弱化 し て 発 音 さ れ
な い こ と が あ る｡ そ の 場 合 に は[ 尚jas] と な る｡ 一 方､anxiety は Ｘ の 右 側 にｱｸｾﾝﾄ
が あ る ので､Ｘ は[gz] と な る｡ ｎ と ｇ が同 化 し て､[asnzai｡ti]と な る｡
こ れ が Ｘ のｱｸｾﾝﾄ と発 音 に 関 す る 基 本 原 理で あ る が､ すべ て が こ の 原 理
で 説 明 で き る わ け で は な い｡ そ の1 つ がluxury で あ る｡ｱｸｾﾝﾄ はlux の
音 節 に あ る ので､ Ｘ は[ks] と な る は ず で あ る｡ す る と､[lAkssr] と なる｡[ks]
が[k∫]に 変 わ り､[lAkfari] と な る｡ こ れ だ け な ら 問 題 な い が､ｱｸｾﾝﾄ の
位 置 か らす れ ば､ 本 来､[ks] と な るべ き も のが[gz] に な る読 み もあ る｡[lAgzai]
か ら[ｚ] が[3] に 変 化 し て､[lAg3ori] に な る｡ｱｸｾﾝﾄ と 発 音 の 原 則 を 基
本 的 に は 満 たし てい る が､ 基 本 か ら 外 れる 読 み も 同 時 に 存 在 し て い る｡ Exile
に も 同 様 の現 象 が 見 ら れて､[sksail] とい う 原 則 に 従っ た読 み と､[egzail] の 読
み が 存 在 する｡ 以 上､ 述 べ た よ う にｱｸｾﾝﾄ の位 置 が 発 音 に 影響 を与 え る こ
と が あ る｡ も し､exist をexist の よ う にｱｸｾﾝﾄ の位 置 を 間違 え て 読 む と す
る な ら､ 発 音 は[iksist] と読 む こ と に な ろ う｡
6　Iron curtain
i-ron cur-tain のｱｸｾﾝﾄ は（1 ）i-ron cur-tain, （2 ）i-ron cur-tain, （3 ）i-ron cur-tain
の3 つ の 可 能 性 が あ る｡ｱｸｾﾝﾄ の あ る 音 節 は 聞 え(sonority ）が よ く､
必 然 的 に 重 要 な 意 味 情 報 を 含 む｡ 意 味 の な い と こ ろ にｱｸｾﾝﾄ を 置 く こ と は
な い｡ 日 本 語 で 表 わ す と､ （1 ）は｢ 鉄ｶｰﾃﾝ｣､ （2 ）は｢ 鉄ｶｰﾃﾝ｣､ （3 ）｢ 鉄ｶｰﾃﾝ｣
と な る｡ こ れ は 正 確 な 表 記 で は な い が､ 意 味 の 違 い が 類 推 で き る｡
巾 は｢ 鉄｣ が 問 題 に な っ て い る｡ 金､ 銀､ 銅､ 鉄 な ど の 金 属 のｶｰﾃﾝ が あ
り､ そ の な か の 鉄 のｶｰﾃﾝ で あ る｡ｶｰﾃﾝ は す で に 了 解 済 み の 情 報 で あ り､
そ れ が 金 な の か 鉄 な の か な ど が 問 題 に な っ て い る 状 況 が 考 え ら れ る｡ （2 ）はｶｰﾃﾝ
だ と い う こ と に 関 心 が あ り､ 素 材 が｢ 鉄｣ だ と い う こ と で あ る｡ A  longcurtain
は｢ 長 いｶｰﾃﾝ｣ で あ る が､long はｶｰﾃﾝ の1 つ の 属 性 を 述 べ て い
る｡ こ の 考 え に 従 え ば､iron curtain のiron はlong と 同 じ で､1 つ の 形 容 詞 の
よ う に 機 能 し て い る に の 場 合 は 複 合 語 に 分 類 さ れ が､ こ の こ と に つ い て は 後
に 触 れ る ）｡（3 ）は ど ち ら に もｱｸｾﾝﾄ が あ る｡ 鉄 だ け を 問 題 に し て い る の で
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もな け れ ば､ｶｰﾃﾝ だけ を 問 題 に し てい る わけ で は ない｡ 鉄 とｶｰﾃﾝ が 独
自 性 を 保持 し た まま両 者 が 結 合 し て､ 鉄で もｶｰﾃﾝ で も ない 第3 の意 味 を 成
す｡2 語 か ら な る 複 合 語 の場 合 に は 前 の語 に 第1ｱｸｾﾝﾄ が あ る 場 合､ 後 の
語 に 第1ｱｸｾﾝﾄ が あ る 場 合､ お よ びそ れぞ れ の 語 にｱｸｾﾝﾄ が あ る 場 合
が 考え ら れる｡ 最初 の2 つ が よ り 自 然 な形 態 で あ る｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ が2 つ あ
る（3）は 特 殊 な 意味 に な る こ とが 多 い｡ iron curtain はThe Iron Curtain と 大 文 字
で 表記 さ れて､ 旧ｿ 連 と 西側 諸 国 の 間 にあ る 障 壁 を 指 す｡ 複 合語 の 各 語 に 第1ｱｸｾﾝﾄ
を置 くこ と に よ り､ 田,（2）な ど と 異 な る 意 味 であ るこ とを 表 わ す｡
と く に 政 治問 題 や 社 会 問 題 な どの｢ 障 壁､ 障 害｣ をstone wall とい う が､ 同 じ
意 味 な の にstone wall, stone wall. stone wall の3 種 類 のｱｸｾﾝﾄ が 認 め ら れ
る こ と もあ る｡ｱｸｾﾝﾄ は 意味 の 違 い を 表 わ す重 要 な 要 素で あ る が､ 流動 的
な 面 も 残 し て い る｡ｱｸｾﾝﾄ の 位 置 が 変 わ っ て も､ 文 脈が あ れ ば ど の よ う
な 意 味 な のか は 類推 で きる｡　し か し､stone wall とい う 複合 語 も､ や は り､ironcurtain
に 関し て 説 明 し たこ とが 基 本 に 当 て は ま る と考 え て い る｡
Chairman はchairman で 第1ｱｸｾﾝﾄ の み で あ る｡｢ 椅 子｣ の 意 味 が 重
要 で あ る｡ man に 第2ｱｸｾﾝﾄ が あ っ て もお か し く な い が､ 今 日 で は 複
合 語 の 意 識 が 薄 れ て 第1ｱｸｾﾝﾄ の み を 持 つ 語 と し て 認 識 さ れ て い る｡Chairwoman,
 chaiiperson に な る と､ 第2ｱｸｾﾝﾄ が 現 れ る｡ Chainnan に比 べ
る と よ り 複合 語 に 感 じ ら れ る ので あ ろ う｡ Chaimian にお け るman はwoman に
対 す る も の とし て 使 わ れて い る の で は ない が､chaii-woman は明 らか にman に
対 抗 す る 意味 で 使 われ て い る｡Chairman に は 男 女 の 意 識 が 最 初 は なか っ た が､chairwoman
が 出 て きて か らは､chairman が｢ 男｣ の 意 識 を持 つ よう に なっ た｡Woman
やperson にman と 対 抗 す る 意味 を持 だせ よ う と す る な ら､ 第2ｱｸｾﾝﾄ
を 置 く 必 要 が あ る｡ 本 来､chairman のman に は 第2ｱｸｾﾝﾄ が な か っ
た が､chairwoman が 出 て き た こ と に よりman に 第2ｱｸｾﾝﾄ を置 か な け れ
ば な ら ない 状 況 もあ る もの と思 わ れる｡
Woman killer はｱｸｾﾝﾄ に よ っ て ど の よ う に 意 味 が 変 わ る の だ ろ う か｡Woman killer
の よう に 複合 語 のｱｸｾﾝﾄ がkill に あ れば､｢ 殺 し 屋｣ で あ る｡Woman
はkiller を修 飾 する 形 容 詞 とし て 理 解 で きる の で､｢ 殺 し 屋｣ の性 別 は
女 性 で あ る｡ つ ま り､female killer の こ と で あ る｡ Woman killer は｢ 殺 し 屋｣
で あ る が､ と く に｢ 女 性｣ にｱｸｾﾝﾄ が あ る の で 殺 す対 象 が 女 性 で あ る と
理 解で きる｡ Woman が 形 容 詞 的 に 機 能 し て い る 例 で はkillerは 女 性 に 限 ら れ る
が､ そ う で ないｱｸｾﾝﾄ の と きに はkiller の 性 別 は 男女 の どち ら もあ りえ る｡woman killer
の よう に そ れ ぞ れ に 第1ｱｸｾﾝﾄ が あ る 場 合 の 意味 は､Woman
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Killerと大文字で表わしたくなるような何かではないかと思う｡ 女性のﾊﾞｰﾃﾝ
ﾀﾞｰ がｶｸﾃﾙ をつくっている｡ このｶｸﾃﾙ は美味なるもので女性が飲む
と､ 皆､ おかしくなる｡ このｶｸﾃﾙ にThe Woman Killer という名前をつける
とする｡ その場合には両方に第1ｱｸｾﾝﾄ を置くのがよいと思われる｡
7　第1ｱｸｾﾝﾄ､ 第2ｱｸｾﾝﾄ
英語のすべての語はｱｸｾﾝﾄ を持つ｡ つまり､ｱｸｾﾝﾄ を持たぬ語は存
在しないということである｡ それほどにｱｸｾﾝﾄ は英語にとって重要な0 で
ある｡ 語からｱｸｾﾝﾄ を削除するか､ ほかの位置にｱｸｾﾝﾄ を移すか､ｱｸｾﾝﾄ
の数を意図的に増やしたり減らしたりすると､ 語としての存在が脅か
される｡
なぜ､ｱｸｾﾝﾄ が必要なのか｡ それは語にﾘ ｽﾞﾑ を与えるためである｡ 英
語を使うときにはすべての語が英語のﾘ ｽﾞﾑ に乗っていなければならない｡　ﾘ
ｽﾞﾑ なしに英語を使うことは不可能なのである｡ 英語のﾘ ｽﾞﾑ は｢ 強弱I oﾘ
ｽﾞﾑ になることが多い｡｢ 強｣ や｢ 弱｣ は音節に与えられるものであるから､
音節が1 つの場合にはｱｸｾﾝﾄ は1 つしかない｡ 音節が2 つの場合にはｱｸｾﾝﾄ
は最大2 つである｡2 つの音節に同じ強さのｱｸｾﾝﾄ があるなら､｢ 強
強｣ のﾘ ｽﾞﾑ になる｡ しかし､｢ 強強｣ のﾘ ｽﾞﾑ は息抜きが許されないﾘ ｽﾞﾑ
であり､ 緊張が連続する｡［強強］のﾘ ｽﾞﾑ になるのは特殊な場合だけで､ 通
常は｢ 弱｣ を加えて｢ 強弱｣ か｢ 弱強｣ になる｡ どちらがより英語の基本ﾘ ｽﾞﾑ
かと言えば､｢ 強弱｣ のほうである｡ ＬＤＣＥの2 音節語をすべて調べてみる
と99% が｢ 強弱｣ のﾘ ｽﾞﾑ であるという報告もある｡3 音節語の場合には｢ 強
弱弱｣､｢ 強弱強｣､｢ 弱強弱｣ などの組み合わせが考えられる｡ ただし､｢ 強強
強｣ や｢ 弱弱弱｣ のようなﾘ ｽﾞﾑ は､ 通常､ 存在しない｡ 複数の音節かおる
ときに､ すべて［強］､あるいはすべて｢ 弱｣ とした場合にはﾘ ｽﾞﾑ そのもの
が存在しないことになる｡ 基本は｢ 強弱｣ であるから､3 音節語の場合も｢ 強
弱｣ になるのがよい｡｢ 強弱弱｣､｢ 弱強弱｣ のいずれかになるはずで､｢ 弱弱
強｣ がもっとも起こりにくい｡ これに関してもＬＤＣＥの語に関する調査があ
り､90% が｢ 強弱弱｣ になると言う｡ この結論は正しいと思う｡ なぜなら､2
音節語の｢ 強弱｣ のﾘ ｽﾞﾑ が3 音節語に反映されないとするなら､2 種類の独
自のﾘ ｽﾞﾑ を持つことになり､ﾘ ｽﾞﾑ の衝突が常に起こることになるからであ
る｡ あるいは衝突を避けるためにﾘ ｽﾞﾑ の変更を余儀なくされるからである｡
このようなことが頻繁に起こると､ 英語のﾘ ｽﾞﾑ そのものが危うくなり､ その
結果､ 言葉としての存在が危機に立だされることになる｡3 音節以上の語にな
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る と､｢ 弱｣ の 数が 増 え て く る｡ Familiarity はfa-mil-i-ar-i-tyと6 音 節 か ら なる｡6
音 節 の な か に 強 を1 つ だ け 入 れる と､ 良 く 聞え る とこ ろ､ す な わち､ 卓 立 す
る とこ ろ （prominence ） が1 つ に な る｡ す る と､ あ と の5 つ の 音 節 は 聞 え が 悪
くな る｡ 聞 えが 悪 く な る と い うこ とは 聞 え な くな る 可 能 性 があ る とい う こ と で
あ る｡ し た がっ て､ こ の 場 合 に も言 葉 と して の存 在 が 危 う く な る｡ 英 語 の 基 本ﾘ
ｽﾞﾑ であ る｢ 強弱｣ か ら 遠ざ か る｡ こ の よう な 不 具 合 を さけ る ため にｱｸｾﾝﾄ
のあ る 強音 を 妨 げ ない 範囲 で もう1 つ の 強 音 を 挟 ん で や る｡ こ れを 第2ｱｸｾﾝﾄ
と呼 ぶ｡ 第2ｱｸｾﾝﾄ は､ 通常､ 第1ｱｸｾﾝﾄ の す ぐ隣 に はこ な
い｡ 隣 に く る と､｢ 強 弱｣ のﾘ ｽﾞﾑ を つ く る と い う 目的 が 果 さ れ ない か らで あ
る．Familiarity を 例 に と れば､ 第1ｱｸｾﾝﾄ は-ar ぺ こあ り､ そ の左 の音 節-i-
を飛 び越 え て-mil- に 第2ｱｸｾﾝﾄ が く る｡ 第2ｱｸｾﾝﾄ は 第1ｱｸｾﾝﾄ
よ り強 く て はい け ない｡ 語 の 中心 は第1ｱｸｾﾝﾄ にあ る の で あ り､ そ れを
脅 か し て は な ら ない｡
第2ｱｸｾﾝﾄ は 第1ｱｸｾﾝﾄ よ り左 方 向 に く る｡ そ の 理 由 を 考 え て み
る｡ 第2ｱｸｾﾝﾄ を 必 要 と す る 語 は音 節 数 の多 い 語 で あ る が､ こ の種 の語 のｱｸｾﾝﾄ
は 後か ら3 番 目 の 音 節 に 第1ｱｸｾﾝﾄ が くる 傾 向 に あ る｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ
よ り 右側 には2 つ の 音 節が あ る が､ 通常､ 第1ｱｸｾﾝﾄ の 右隣 に 第2ｱｸｾﾝﾄ
が くる こ とは な い｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ の両 隣 は弱 音が 適し て し てい
る｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ よ り 右側 の音 節 で 残 る の は語 末 の 音 節 で あ る｡ 語 末の 音節
にｱｸｾﾝﾄ が くる こ と は 通常 ない｡ し たが っ て､ 第1ｱｸｾﾝﾄ よ り右 側の
音 節 が 第2ｱｸｾﾝﾄ を担 うこ とは ない｡ そ の 結 果､ 第2ｱｸｾﾝﾄ は 第1ｱｸｾﾝﾄ
よ り左 側 に 来 る｡ た だし､ 第1ｱｸｾﾝﾄ の 左 隣 の 位 置 は除 か れる｡Dictionary
はdic-tio-nar-y, dic-tio-nary, dic-tion-aryな ど に 音 節 区 分 さ れ る｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ
はdie ﾊﾟこあ る が､ こ の なか で 最 初 の音 節 区 分 の 場 合 に は-nar- にｱｸｾﾝﾄ
が あ る可 能性 が 高 い｡ こ のｱｸｾﾝﾄ は 第2ｱｸｾﾝﾄ よ りさ ら に弱
い 第3ｱｸｾﾝﾄ で あ る 可 能 性 が あ る｡ 第2ｱｸｾﾝﾄ は 第1ｱｸｾﾝﾄ よ り
左 側 方 向 で､ 第1ｱｸｾﾝﾄ の 右 側 方向 にあ るｱｸｾﾝﾄ は 第3ｱｸｾﾝﾄ と
思 わ れ る｡ Dictionary を3 音 節 区 分 す る 場 合 に は､｢ 強弱 弱｣ のﾘ ｽﾞﾑ に な り､ｱｸｾﾝﾄ
は 第1ｱｸｾﾝﾄ の み であ る｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ の 右側 方 向 に あ る第3ｱｸｾﾝﾄ
と 思 わ れ る も の はあ っ た り､ なか っ た りで 義 務 的 で は な い 部 分が




の 簡 単 な 語で あ る が､ こ の語 は い ろ い ろ な 問 題 を含 ん で い る｡ 統 語 上 の問 題 も
あ る が､ 音声 上｡の 問 題 もあ る｡
Daniel Jones は､and に は 強 形 と 弱 形 が あ り､ 強 形 は［asnd］で､ 弱 形 は［a!d,an,
 nd, n, m,  n］で あ る と 述 べて い る｡ Ａｎｄに 限 らず 多 く の 語 に 強
形 と 弱形 が あ
る｡ 共 通し て 言 え る こ と は､ 強 形 はお お む ね1 つ で あ る が､ 弱 形 は1 つ に 限
ら ない とい う こ とで あ る｡ 強形 に は 段 階性 が な い が､ 強い 音 が 弱 ま っ て い く
過 程 は 一 様 で は な い｡ 音 が 弱 まっ て い く と､ 最 後 に は 聞え な く な る｡ 弱 形 は
強 形 の 音 の 部 分的 変化 と消 失 を 表 わす｡ 強形 の［ £e］のｱｸｾﾝﾄ が と れて 弱
化 し て □nd ］にな る｡ Beach and sea,  judge and jury で は 前 の 音 の影 響 を受 け て
［ ｄ］が消 えて［an ］に な る｡ Bacon and eggs のhendiadys で は［ｎ ］にな る｡ 綴 り
字 に も 影 響 を 及ぼ し､rock n' roll の よ う に なる もの もあ る｡ Deep and efficient,job and her ambition 
で は 直 前 のP,b の 影 響 を受 け て［ ｍ ］とな る こ と もあ れ ば､drink
and  drive, young and vulnerable の よう にk,g の 影響 を受 け て［ﾘ ］に な る こ
と も あ る｡ Ａｎｄにｱｸｾﾝﾄ が あ る と き､ 母 音 を 強 く読 む と き は､ そ のあ と の
子 音 も し っ か り と 発 音 さ れ る｡ つ ま り､and の存 在 を意 味 的 に 明 示し たい と き
に は 強 形 に なる｡ 原 則 的 に は す べ て のand を 強 形 で 読 む こ と が 可 能 で あ る が､and
を 強 形 で 読 ま ない と 意 味 が と れ な い よう な場 合 があ る｡ た と え ば､and が
文 頭 に 置 か れ た と きや､Save a child's health, and,
 possibly, life.に おけ る よう にand
が 接 続 す る 項が 直 に並 列 さ れて い ない と きで あ る｡ 同種 類 の2 つ の 項が 並
列 さ れて い る と きに は 位 置的 に並 列 が 明 ら か に な る の で､and は 弱 形 で よ い｡and
が 強形 に な る と き にはand の 前 後 の い ず れ か に 間（pause）が あ る こ とが 多
い｡ Ａｎｄ にｱｸｾﾝﾄ を 置 くの はand の 意 味 を明 確 に し な け れ ば なら ない 状 況
が あ る と きで あ る｡ And が 接 続 す る 項 と 項 の 関係 が 曖 昧 に な る可 能性 が あ る と
きに はand は 強形 に なる｡ｱｸｾﾝﾄ は 意味 を明 瞭 に す る た めに も使 わ れる｡
9　Sudan
Sudan はｱﾌﾘｶ 北東部の国であるが､ 読み方を考えてみる｡ｱｸｾﾝﾄ が
前の音節にあるときにはSu-dan またはSud-an が考えられる｡ Su-dan はｕがｄ
を引き寄せていないので重母音で読んで［ｽｰ ﾀﾞﾝ ］となる｡ Sud-an はｕが
ｄを引き寄せているのでｕを短母音で読んで｢ｻﾀﾝ｣ となる｡ｱｸｾﾝﾄ が
後の音節にあるときは｢ｽ ﾀﾞﾝ｣ または｢ｻ ﾄﾞｱﾝ｣ が考えられる｡ 英語の2
音節語のｱｸｾﾝﾄ は前の音節にくるのが､ 英語の一般的特徴である｡ であ
るから､ 前の音節にｱｸｾﾝﾄ を置いて読むと､ 英語らしいと感じる｡ Sudan
を［ｽｰ ﾀﾞﾝ ］､｢ｽ ﾀﾞﾝ｣ と読めば､ 字面はともかくとして音声的には英語の
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臭いがするはずである｡ 怪しげな字面の語であるが､ 音声的には英語に帰化 し
ているような感覚になるはずである｡｢ｽ ﾀﾞﾝ｣ や｢ｻ ﾄﾞｱﾝ｣ のように後 の
音節にｱｸｾﾝﾄ があると､ 字面だけでなく音声面においても本来の英語で は
ないと感ずる｡ つまり､｢ｽ ﾀﾞﾝ｣ や｢ｻ ﾄﾞｱﾝ｣ は｢ 自分たちの言語｣ で は




のｶﾀｶﾅ を使うわけにはいかない｡ Sudan はｱﾗ ﾋﾞｱ 語のSudan  （黒人の国 ）
から､ おそらくﾌﾗﾝｽ 語を経由して英語に入ったものであろう｡ Sudan は英
語に入ってもSudan であり､ 表記が変わらない｡ それでは英国人はSudan が外
来語であることをどのようにかぎわけているのか｡ 字面や音声によってかぎわ
けるわけであるが､ とくにｱｸｾﾝﾄ によってかぎわけているように思う｡　も
し､ 彼らの流儀にしたがって､ 前の音節にｱｸｾﾝﾄ を置いて､［ｽｰ ﾀﾞﾝ ］
や｢ｻﾀﾝ｣ と読んで違和感がなければ､ 完全に英語に帰化したことになる｡Tsunami
は｢ﾂﾅﾐ｣ ではなく｢ﾂﾅﾐ｣ と後寄りの音節にｱｸｾﾝﾄ がある｡
これはtsunami が外来語である証である｡ ではtsunami が英語に帰化する可能
性があるだろうか｡ その可能性はほとんどないであろう｡ もし､ 帰化するとす
れば､｢ﾂﾕｰﾅﾐ｣ のように発音されるであろう｡ Futon は最初の音節にｱｸｾﾝﾄ
があり､ 音声的に英語に帰化した語である｡ 帰化の代償として音声が｢ﾌﾄﾝ｣
ではなく､｢ﾌｭｰﾄﾝ｣ に変わってしまった｡ われわれが｢ﾌｭｰﾄﾝ｣
と聞いても｢ 蒲団｣ を思い浮かべることができない｡ これが英語に帰化
したということなのである｡ 一般的に言えば､flitonのように完全に帰化する
ことは少ない｡ 政財界の大物をtycoon という｡ この語は他の英語の語とかわ
らぬ扱いを受けている｡ ただし､｢ﾀｲｸｰﾝ｣ と読まれるのであり､｢ﾀｲｸｰﾝ｣
とは読んでもらえない｡ なぜなら､tyｃｏｏｎは｢ 大君｣ であり､ 日本語だ
からである｡ ﾌﾞﾗ ｼﾞﾙ へ移住した日本人がﾎﾟﾙﾄ ｶﾞﾙ 語を話し､ 市民権を得て
も､ ﾌﾞﾗ ｼﾞﾙ 人になるのは簡単ではない｡ 二世､ 三世と子孫の代になってﾌﾞﾗ
ｼﾞﾙ 人となるのであろう｡ Tsunami やtycoon のような言葉は子孫を増やすこと
ができないから､ 最初から最後まで一世語で､ 外来語のままである｡
日本語だけがこのような扱いを受けるかといえばそうではない｡ﾌﾗﾝｽ 語
でも ﾄﾞｲﾂ 語でも同じである｡ Balletはﾌﾗﾝｽ 語であるが､ 英語でも同じ綴
りである｡ この語はどのくらい英語に帰化しているのだろうか｡ 英語式に読め










13 から19 までの数字には-teenが付加する｡ -teenはＯＥの時代からある語
でten の意味である｡ Fifteenはfive＋tenで15 を表わす｡ Fifteenのｱｸｾﾝﾄ
はfifteenとなるのが普通であるが､fifteenとなることもある｡ Seventeenも同
じで2 つのｱｸｾﾝﾄ が認められる｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ は-teenにあり､ 第2ｱｸｾﾝﾄ
がfif-にある｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ と第2ｱｸｾﾝﾄ が入れ替わることに
より2 つの形式ができた｡ 代表的な英和辞典である『ﾘｰ ﾀﾞｰ ｽﾞ』と『ｼﾞｰﾆｱｽ
』でｱｸｾﾝﾄ の位置を確認してみると､ 今述べた通り-teenに第1ｱｸｾﾝﾄ
があるとした上で､ 第1ｱｸｾﾝﾄ と第2ｱｸｾﾝﾄ が入れ替わること
があると記載されている｡ 13 から19 までの数字は､ 皆､ このように扱われて
いるが､eighteen だけはeighteen のみを認めている｡ Eighteen の記載がないの
は単なる偶然ではなく､ そこには2 つの辞典に共通するなんらかの意図があ
ると思われる｡　しかし､ それがなんてあるかはわからない｡ 当然､eighteen に
も第1ｱｸｾﾝﾄ の異なる2 つの発音が認められるべきである｡ 現にDanielJones
の発音辞典では2 つの発音形式を認めている｡ Eighteen となるときには
注釈があり､'according to sentence-stress' と述べている｡ これはどういうこと
かというと､ 通常はeighteenと発音するが､ 文中に出てくると前後の関係か
らeighteenと発音することがあるということである｡ 具体的に述べると､He  iseighteen.
とEighteen boys came. では第1ｱｸｾﾝﾄ の位置が異なる｡ あとの文
ではboys に文強勢（sentence-stress）があるので､-teen に第1ｱｸｾﾝﾄ を置く
と､Eighteen boys となる｡ つまり､｢ 強強（spondee）］が生じる｡ Spondee は一
般的なﾘ ｽﾞﾑ ではないので､ 出きる限り避けなければならない｡｢ 強強
避するためには第1ｱｸｾﾝﾄ を移動してeighteen boys としなければならな
い．Jonesが言う'according to sentence-stress' はこのようなことを述べたもの
であろう｡ W.  H. Daviesの'sheep' という詩のなかの1 行を見てみよう｡ 羊運




Come,  I have eighteen hundred sheep,
これを韻律分析すると弱強5 歩格になる｡
Come,  11 have eigh けeen hun i dred sheep.
Eighteen と読めば分析が可能であるが､eighteen ではどうにもならない｡
文脈強勢は語が単独で持つｱｸｾﾝﾄ より上位にあるから､ 最終的なｱｸｾﾝﾄ
（強勢）は文のﾚ ﾍﾞﾙ から見ないと判断できない｡ Graduallyは辞書の定義
ではgraduallyであり､ 第1ｱｸｾﾝﾄ のみである｡　しかし､ 文のﾚ ﾍﾞﾙ にな
るともう1 つｱｸｾﾝﾄ が出てくる｡ Emily Dickinsonのある詩の1 行を見て
みよう｡
The Truth must dazzle gradually
こ れ を韻 律 分 析 す る と弱 強4 歩 格 に なる｡
The Truth l must daz l zle grad l ually l
Graduallyは2 箇所にｽﾄﾚｽ がある｡ Gradぺこは本来のｱｸｾﾝﾄ があり､-ly
は文脈によるｱｸｾﾝﾄ である｡ Fifteenやeighteen の第1ｱｸｾﾝﾄ と第2ｱｸｾﾝﾄ
（正確にいえば､ 第3ｱｸｾﾝﾄ かもしれない）が入れ替わるの
はそのあとに続く語（多くの場合､ 名詞であるが）の最初の音節に強勢がある
場合であると､ 定義できる｡ このようにｱｸｾﾝﾄ は絶対的に固定されるので
はなく､ 第1ｱｸｾﾝﾄ が格下げされて第2ｱｸｾﾝﾄ になったり､ 第2ｱｸｾﾝﾄ







置 は3 箇 所 の い ず れ か に な る｡ 外 来 語 で あ る こ と を 考 え る とWaterloo に な る
可 能性 が もっ と も 高い であ ろ う｡ Wa- に 第2ｱｸｾﾝﾄ を置 くこ と も可 能 で あ
る｡ 辞 書 の 定 義 を み る と､ｱｸｾﾝﾄ に 関 し て は2 つ 示 し て い る｡ い ず れ も
第2ｱｸｾﾝﾄ を 認 めて い る｡1 つ はWa- に 第1ｱｸｾﾝﾄ を 置 き､-loo に 第2ｱｸｾﾝﾄ
を 置 くも の であ る｡ 残 る1 つ は逆 のｹｰｽ で あ る｡ 本来､ 語 のｱｸｾﾝﾄ
はそ の語 をほ か の 語 と 区 別 す る た め の も ので あ る か ら､2 つ のｱｸｾﾝﾄ
の形 式 を 持 つ の は 不 自 然で あ る｡ Waterloo のｱｸｾﾝﾄ は 外 来語 で あ る こ
と や響 きを 考 え る と き に-100 に 第1ｱｸｾﾝﾄ が あ り､Wa-  Iこ第2ｱｸｾﾝﾄ
と す る のが 自然 で あ ろ う｡ とこ ろ が､Waterloo Station,  Waterloo restaurants で は-
Ｉｏｏが 第2ｱｸｾﾝﾄ に 格 下 げ さ れて､Wa- が 第1ｱｸｾﾝﾄ に格 上 げ さ れ る｡
そ の 理由 は-loo の 直 後 に第1ｱｸｾﾝﾄ を持 つsta-, res-が あ る か らで あ る｡｢ 強
強｣ の 連 続 を 避け る た め に 第1ｱｸｾﾝﾄ をWa ぺこ移 動 し た の で あ る｡ も し､Waterloo
to Paris flights, Waterloo hotels で あ れば､ 第1ｱｸｾﾝﾄ の 移動 は 起 こ
ら ない と思 わ れ る｡ こ のよ う に 語が 固有 に持 つｱｸｾﾝﾄ と前 後 の 語 の影 響 に
よるｱｸｾﾝﾄ があ り､ 多 く は 語固 有 のｱｸｾﾝﾄ を 維 持 す るが､ｱｸｾﾝﾄ
の移 動 を 余 儀 な く さ れる こ と もあ る｡
11　Father とmother
Thomas Hood の'The Bridge of Sighs'という詩の第8ｽﾀﾝ ｻﾞは次のように
始まる｡
Who was her father?
Who was her mother?
Had she a sister?
Had she a brother?
この詩はdactyl､ つまり､ 強弱弱調で知られるが､ この部分を韻律分析する
と次のようになる｡（ｱﾝ ﾀﾞｰ ﾊﾞｰ はcatalexisを示す｡）
Who was her l father? ｺ
Who  was  her I mother?j Had she a l
sister? ⊃
Had she a l brother? ⊃
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Father, mother, brotherは字面が似ている｡ｱｸｾﾝﾄ も最初の音節にある｡
そのために､ 音節区分をするときに､fath-er, moth-er, broth-erまたはfa-ther,mo-ther,
 bro-therのどちらかに統一されるように考えがちであるが､mother とbi･other
は同じ位置で音節区分されるが､father はfa-therとなる｡ 両者を分け
るのはｱｸｾﾝﾄ と母音の長さである｡ Mother, brotherはｱｸｾﾝﾄ のある母
音が短母音である｡ これに対してfatherはｱｸｾﾝﾄ のある母音が長母音であ
る｡ 長母音の場合には後続の子音を引き寄せなくとも､ 音声上､ 独立性を保
てる｡ 一方､ 短母音の場合には後続の子音を引き寄せる｡ 子音をc､ 母音をｖ､
長母音をｖｖ､ 音節の境界線をｰ､ｱｸｾﾝﾄ のあるところをｺﾞﾁｯｸ 体で表記
すると､father は［cvv-cvc]となり､mother,  brotherは［cvc-vc］となる｡ この規
則はｱｸｾﾝﾄ と音節区分に関する規則としてはもっとも重要なものである｡Japan
の場合を考えてみよう｡2 つの母音が子音を挟んで存在するので､Japan
は2 音節語である｡ 音節区分の可能性はJa-pan かJap-an の2 つである｡ Ja-pan
とした場合､ 最初の母音がｐを引き寄せていないので長母音であることにな
る｡　したがって､ 読み方は｢ｼｬｰ ﾊﾞﾝ｣ か｢ ｼﾞｪｲﾊﾝ｣ になる｡ 第2 音節
にｱｸｾﾝﾄ がある場合には｢ ｼﾞｬ ﾊﾟﾝ｣ となる｡ 最初の音節にはｱｸｾﾝﾄ
がないので､ ｐを引き寄せない｡ 最初の音節の母音が短母音であれば､ ｐを引
き寄せるのでJap-an T ｼﾞｬ ﾌﾟｱﾝ｣ となる｡ Japan の読み方の可能性を考える
と､ 最低4 つが考えられる｡ もちろん､ 現在､ 採用されている読みは｢ ｼﾞｬ
ﾊﾟﾝ｣ である｡ 次にJapanese についてみてみよう｡ 最後のｅは黙字であり､ こ
れを除くと母音が3 つ残るので､ 最大で3 音節に区分される｡ 最初のａがｱｸｾﾝﾄ
のある短母音であれば､ ｐを引き寄せるのでJap-aneseとなるo
  -aneseの
ａはｱｸｾﾝﾄ がないので次のｎを引き寄せない｡ このａにｱｸｾﾝﾄ がある
と､ その前のJap に続いてｱｸｾﾝﾄ のある音節が連続することになる｡ つま
り､｢ 強強｣ のﾘ ｽﾞﾑ になる｡ 基本的には英語では｢ 強強｣ のﾘ ｽﾞﾑ は排除さ
れる｡ その結果､-a-nese と区分される｡ Japaneseで注意すべきことはｐを引き
寄せてJap と音節区分したのであるが､ それはａにｱｸｾﾝﾄ があるからであ
った｡ｱｸｾﾝﾄ があればよいのであって､ 必ずしも第1ｱｸｾﾝﾄ である必
要はない｡ Ja-のａにｱｸｾﾝﾄ がないとするなら､ ｐを引き寄せないのでJa-panese
となる｡ Panese のａを短母音で読み､ｱｸｾﾝﾄ があるとするならｎを





第2ｱｸｾﾝﾄ が子音を引き寄せる話をしたので､ もう1 つdictionaryに
ついて考えてみる｡ Dictionaryの母音をｺﾞﾁｯｸ 体で表記するとd  i c t i o r ary
となる｡ ｙは母音字に入らないが､ 音声的には母音になる｡ したがって､dictionary
には5 つの母音が含まれている｡ 第1ｱｸｾﾝﾄ がi に 第2ｱｸｾﾝﾄ
がａにあるとする｡ｱｸｾﾝﾄ のある母音は次の子音を引き寄せるので､dic-tionar-y
がまず得られる｡ 最初と最後の音節には母音が1 つしか含まれない
ので､ これが最終的な音節区分になる｡ 次に-tionar-を見ると母音字が3 つ も









区分ができない｡ かりにdictionai7のどこにもｱｸｾﾝﾄ がないとすれば､ 音
声上の集合がないことになる｡ 集合を失うと｢ 辞書｣ という意味を失い､ 残る
はd-i-c-t-i-0-n-a-r-yという記号の連続になる｡ 英語という言語を根幹から潰そ
うと思うなら､ すべての語からｱｸｾﾝﾄ を外せばよい｡
12　 ｹﾞﾙﾏﾝ 系とﾛﾏﾝｽ 系
英語語彙の起源は2 種類に大別される｡1 つは北から来た ｹﾞﾙﾏﾝ 系の語
で､ もう1 つは南から来たﾛﾏﾝｽ 系の語である｡ ｹﾞﾙﾏﾝ 系とﾛﾏﾝｽ 系の
間には様々な違いがある｡ よく知られていることであるが､ ｹﾞﾙﾏﾝ 系は短い
語で､ 日常的に使われる語が多い｡ﾛﾏﾝｽ 系は逆に長くて､ 非日常的な語が
多い｡ ｹﾞﾙﾏﾝ 系の語は1 音節語と2 音節語が大半を占める｡ｱｸｾﾝﾄ は1
音節語の場合には1 箇所のみであり､2 音節語は前か後のどちらかである｡ ｹﾞﾙﾏﾝ
系の語は､ 一般的に､ 前寄りにｱｸｾﾝﾄ がある｡ Window はｹﾞﾙﾏﾝ






defenestrate, defenestrationなどの英語の語ができた｡ ｹﾞﾙﾏﾝ 系のwindow はwindowed,
 windowing, windowlessくらいの派生語しか思い浮かばない｡ ｹﾞﾙﾏﾝ
系の語は単体で存在していて､ 組立て式になっていない｡ﾛﾏﾝｽ 系の語は
語幹があって､ それに接辞が付加して長くなる｡ｱｸｾﾝﾄ はすでに述べた よ
引こ後寄りになるが､ 接尾辞は語幹からもっとも遠い位置にあるのでｱｸｾﾝﾄ
がつかない｡ﾛﾏﾝｽ 系の語の末尾が接尾辞であるとするなら､ｱｸｾﾝﾄ
は後から2 番目､ または3 番目の音節にくる場合がもっとも多い｡ Familiarity(fa-mil-i-ar-i-ty
）では-ityは名詞化するための語尾であるから語幹から遠い位
置にあり､ したがって､ 意味内容に乏しい｡ そのために､ｱｸｾﾝﾄ がこな




置を決めるのが手っ取り早い｡ これに対して､ ｹﾞﾙﾏﾝ 系の語は語末の接辞に
それほど気を使う必要がないので､ 語頭からｱｸｾﾝﾄ の位置を決めていけば
よい｡　ﾄﾞｲﾂ 語とﾌﾗﾝｽ 語を聞き比べるとすぐに2 つの言語が異なることに
気づく｡ もちろん､ 文法､ 語彙､ 発音など異なるものばかりであるが､ もっと
も大きな違いは語のｱｸｾﾝﾄ､ 文のｱｸｾﾝﾄ （ｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ ）の違い
である｡ｱｸｾﾝﾄ やｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ を動かせば､ ﾄﾞｲﾂ 語をﾌﾗﾝｽ 語風
に､ﾌﾗﾝｽ 語を ﾄﾞｲﾂ 語風にすることができる｡ｱｸｾﾝﾄ やｲﾝﾄﾈｰｼｮﾝ
を一括してﾘ ｽﾞﾑ と呼ぶとするなら､ 言語の違いはﾘ ｽﾞﾑ の違いなのであ
る｡ﾘ ｽﾞﾑ の根底にあるのがｱｸｾﾝﾄ である｡ｱｸｾﾝﾄ のあるところを強
く読み､ｱｸｾﾝﾄ のないところは弱く読む｡　したがって､ﾘ ｽﾞﾑ は強と弱か
ら構成される｡ ｹﾞﾙﾏﾝ 系の言語とﾛﾏﾝｽ 系の言語の違いはほかの言語の場
合と同じようにｱｸｾﾝﾄ の違いであると考えることができる｡
13　ｲ ｷﾞﾘｽ 英語とｱﾒﾘｶ 英語
ｲ ｷﾞﾘｽ 英語とｱﾒﾘｶ 英語の違いがよく話題にのぼる｡ 綴り字の違い(centre
/ center)､異なる語を使う場合(underground / subway)､発音が異なる場
合(schedule)など様々な場合がある｡ 最初の2 つは英米の違いを論ずるときに
それほど問題にならない｡ なぜなら､ この違いはあまりにも明白な事実であっ
て､ 議論の余地がない｡ ところがschedule は全く同じ語でありながら､ 発音が
異なる｡ｲ ｷﾞﾘｽ 英語とｱﾒﾘｶ 英語の違いを論ずるなら､ このような音声上
の違いを論ずるほうが価値がある｡ なかでももっとも重要なのはｱｸｾﾝﾄ の
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違いであろう｡ 度々､ 使っている｢ｱｸｾﾝﾄ｣ ぱaccent' のことである が､accent
は強く読むところ､ つまり｢ 強勢｣ の意味で使っている｡ accentには も
う1 つの意味がある｡ それは｢ なまり｣ とか｢ 方言｣ の意味である｡ Accent
のもとの意味は｢ 調子｣ のことであるが､同じ語でも調子が異なることがあ る｡
東京弁と関西弁を比べてみるとすぐにわかる｡英語でもそのような現象があ る｡
綴り字や発音が明らかにｲ ｷﾞﾘｽ 英語とｱﾒﾘｶ 英語で異なるような場合では
なく､ 同じ語でありながらｱｸｾﾝﾄ のみ異なることがある｡ 同じ語が異なる｢
調子｣ で使われることがある｡ Adult はｲ ｷﾞﾘｽ 英語ではadultと前の音節にｱｸｾﾝﾄ
がくる傾向にあるが､ｱﾒﾘｶ 英語ではadultと後にｱｸｾﾝﾄ が
くる｡magazine はｲ ｷﾞﾘｽ 英語ではmagazine と最後の音節にｱｸｾﾝﾄ があ
るが､ｱﾒﾘｶ 英語ではmagazine と最初の音節にｱｸｾﾝﾄ がくる｡ すべ て
の場合に例外なく英米のｱｸｾﾝﾄ の違いが守られるわけではないが､ このよ
うな傾向があることも事実なのである｡ すでに述べたことであるが､dictionary
はｲ ｷﾞﾘｽ 英語もｱﾒﾘｶ 英語もdictionaryと最初の音節に第1ｱｸｾﾝﾄ が
ある｡ しかし､ｱﾒﾘｶ 英語では-nar-のところに第2ｱｸｾﾝﾄ と思われる
ものをを入れるが､ｲ ｷﾞﾘｽ 英語は第1ｱｸｾﾝﾄ のみで第2ｱｸｾﾝﾄ が な
い｡ｲ ｷﾞﾘｽ 英語とｱﾒﾘｶ 英語の違いは綴り字や発音そのものなど様々な違
いがあるが､ｱｸｾﾝﾄ の違いはﾘ ｽﾞﾑ（ 調子 ）の違いであり､ もっとも重 要
視されるべきものである｡
14　 複合語のｱｸｾﾝﾄ
6 で述べたことと重複するところがあるが､ 複合語について簡単に触 れ
ておく｡2 語を合成して1 つの意味を持たせることがあり､ これを合成語また
は複合語と呼んでいる｡ Woman doctor には｢ 婦人科医｣ と｢ 女医｣ の2 つの
意味がある｡［婦人科医］はwoman doctor で最初の名詞に第1ｱｸｾﾝﾄ があ
る｡｢ 女医｣ は逆にwoman doctor とあとの名詞に第1ｱｸｾﾝﾄ がある｡ｱｸｾﾝﾄ
が置かれる位置は個々の語のｱｸｾﾝﾄ の位置で､ 複合語になったから
と言って､ ほかの位置にｱｸｾﾝﾄ が移動することはない｡ 複合語になっても
それぞれの語がそれぞれのｱｸｾﾝﾄ を保持するということである｡ 問題は2
語のうちで､ どちらの語に第1ｱｸｾﾝﾄ がくるかである｡［woman  doctor］を1
つの名詞（ 複合名詞 ）と考えてみる｡1 語名詞は前寄りにｱｸｾﾝﾄ がある
ので､ 複合名詞においても前寄りの名詞（ｗｏｍａｎ）にｱｸｾﾝﾄ がある｡ そし
て､ 第2ｱｸｾﾝﾄ､ または第3ｱｸｾﾝﾄ が後寄りの名詞（ｄｏｃtｏr）にくる｡｢




 doctorである｡ Woman は医者を診察部位によって類別する（classify）役
割を果している｡ Woman とdoctor が合わさって1 つの意味になるときには類
別を示すwoman に第1ｱｸｾﾝﾄ がくる｡ これに対して､｢ 女医｣ はwoman
が1 つの形容詞のように働いている｡ Ａ famous doctor のfamous と同じ役割をwoman
が果している｡ Famous やwoman はdoctor の内的属性を述べている｡woman
は｢ 男ではなく女の｣ の意味である｡ このようなときにはdoctorに第1ｱｸｾﾝﾄ
があり､ 通常の結合形態になる｡ したがって､ 複合語にはならない｡woman
doctorが複合語になるのは｢ 婦人科医｣ の場合だけであり､｢ 女医｣ は
複合語ではない｡ 複合語は2 語が合わさって､ 新たな意味概念を持つ必要があ
る｡
よく問題にされるEnglish teacher を見てみよう｡ これには｢ 英語教師｣ と｢ 英
国人（の）教師｣ の2 つの意味がある｡ 複合語になるのは｢ 英語教師｣（英語
を教える教師）のほうで､English   （前寄りの名詞）のほうに第1ｱｸｾﾝﾄ
がくる｡ 教師にもいろいろいるが､ﾌﾗﾝｽ 語や ﾄﾞｲﾂ 語ではなく､ 英語の
教師ということで､English は教師の類別を示している｡ 一方､｢ 英国人の教
師｣ はa person who is English ということで､English はperson の属性を示す｡Teacher
を［teach＋person］と表記したときにEnglish が結合するのはteach では
なくperson のほうである｡　したがって､｢ 英国人の教師｣ はan English personwho
 teaches…となり､ どのような科目を教える教師であるかは不明である｡
よく知られた例をもう1 つあげる｡ Blackboardは複合語で､black に第1ｱｸｾﾝﾄ
があり､ 意味は｢ 黒板｣ である｡ Black board は｢ 黒い色の板｣ であ
り､board に第1ｱｸｾﾝﾄ がある｡ Black は形容詞であり､ したがって､deepblack board 
ということができる｡ 黒板の場合にはthe very blackboard のように
言えない｡ 複合語であるblackboard（ 名詞 ）にvery が付加しているとしか考え
られない｡ あえて､ 訳すなら､｢ まさにその黒板（です）｣くらいになり､very
は段階性を示す副詞ではない｡
15　 おわりに






は語をﾘ ｽﾞﾑ に乗せる働きをしているので､ｱｸｾﾝﾄ を無視する
とﾘ ｽﾞﾑ に乗ることができない｡ 語の意味がわかっても､ その語がどのようなﾘ




た｡ 主な点を列挙して､｢ まとめ｣ としたい｡
･ 名詞､ 形容詞は前寄りに､ 動詞は後よりにｱｸｾﾝﾄ がある｡
･ｱｸｾﾝﾄ の位置は英語全体のﾘ ｽﾞﾑ と無関係ではない｡
･｢ 強強｣ のﾘ ｽﾞﾑ はできる限り避ける｡
･ｱｸｾﾝﾄ の位置は品詞のみならず､ 意味の影響も受ける｡
･ 語には語固有のｱｸｾﾝﾄ がある｡
･ 詩においては語固有のｱｸｾﾝﾄ と異なるｱｸｾﾝﾄ を持つことがある｡
･ｱﾙﾌｧ ﾍﾟｯﾄ のＸの発音を決定するときｱｸｾﾝﾄ が重要な要素になる｡･
複合語はｱｸｾﾝﾄ の位置により意味が異なる｡
･ 複合語のｱｸｾﾝﾄ は､ 通常､ 最初の語にくる｡
･ｱｸｾﾝﾄ には第1､ 第2､ （第3 ）がある｡
･ 第2ｱｸｾﾝﾄ は第1ｱｸｾﾝﾄ の左方向にある｡
･ 第1ｱｸｾﾝﾄ より右方向にあるｱｸｾﾝﾄ は第3ｱｸｾﾝﾄ の可能性があ
る｡
･ 第2､ 第3ｱｸｾﾝﾄ が必要な理由は英語のﾘ ｽﾞﾑ をつくるためである｡




･ 第1ｱｸｾﾝﾄ と第2ｱｸｾﾝﾄ が入れ替わることがある｡
･ｱｸｾﾝﾄ のない音節にｱｸｾﾝﾄ が生ずることがある｡
･ 文ｱｸｾﾝﾄ （ｽﾄﾚｽ ）は語内ｱｸｾﾝﾄ より上位にある｡
･ 音節区分はｱｸｾﾝﾄ に基づいて行なわれる｡




･ ｹﾞﾙﾏﾝ 系の語のｱｸｾﾝﾄ は前寄りに､ﾛﾏﾝｽ 系の語では後寄りになる｡･ｱｸｾﾝﾄ
がつくるﾘ ｽﾞﾑ はもっとも重要な言語的特徴の一つである｡
･ ﾄﾞｲﾂ 語のﾘ ｽﾞﾑ をﾌﾗﾝｽ 語に載せると､ﾌﾗﾝｽ 語が ﾄﾞｲﾂ 語化する｡･ｲ
ｷﾞﾘｽ 英語とｱﾒﾘｶ 英語におけるｱｸｾﾝﾄ の違いは重要である｡
･English teacher には複合語の解釈とそうでない解釈の2 つがある｡
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